











提というか、物語を駆動させる小道具としての約束事のようなものである。肝心なのはその後に起きることであるし、そもそも恋に落ちるのに理由はいらない。花を買ってから恋をしていることに気づいたりすることがあるように、 「いつのまにか て 」というレトリックは成立する。
現代的な小説だと、例えばガルシア＝マルケスあたりで
考えてみると もう少し余白 よ なものがある。短篇「大統領閣下、よいお旅を」 （ 『十二の遍歴の物語』所収）での、恋ではなくて 身寄りの い老人 対す 若い夫婦の気持ちの揺れ動きだ。
最初、若い夫婦は老人を大金持ちだと想像し、金をだま










いかもしれない。感情というのはことば なる前のかたちにならない何か、ことばにならないもの 指し ことの方が多い。名指されない何かのかたまり。そこに は
立ち会って、その感情をああでもない、こうでもないと思案する。その中でたまたましっくりくる解釈があれば、それがそのときの感情のようなものである。時が流れて読み直してみると、ま たく違うように解釈することもあるだろう。
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